







































































































































































































































ト引用文 コト埋め込み文 ニヨルト文 ヨウニ文
清水まさ子（2008） ○ ○ ○






































































































































































































































	 	 	 （有元伸子「〈作者〉をめぐる攻防」『日本近代文学』88）
	 b.	 花袋はこの物語を書くにはまだ早いでしょうと執筆を差し止めて
しまったのである．
一方，コト埋め込み文の場合，述語が「述べる／主張する／説明する」など
の場合は要約引用でも「引用」と解釈されるが，それ以外の動詞の場合は「引
用」と解釈しにくくなる．
（26）	 a.	 奥津敬一郎（1996）は絶対敬語ではない現代日本語では身内を
見上げることは許されないことを指摘している．
	 b.	 奥津敬一郎（1996）は絶対敬語ではない現代日本語では身内を
見上げることは許されないことを明らかにした．
さらに，情報リソースを指示する名詞を削除すると，述語が「述べる／主張
する／説明する」などであっても「引用」と解釈するのは（26a）よりも難し
くなり，それ以外の述語の場合に至ってはもはや「引用」解釈はできなくなる．
（27）	 a.	 すでに，絶対敬語ではない現代日本語では身内を見上げることは
許されないことが指摘されている．
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	 b.	 すでに，絶対敬語ではない現代日本語では身内を見上げることは
許されないことが明らかにされている．
以上より，叙述文であるコト埋め込み文の「引用」解釈は，ト引用文のよう
に構成要素の文法的機能によって生じるのでも，ニヨルト文やヨウニ文のよう
に自身の知識を示す知識表明文と情報源が組み合わせることで生じるのでもな
く，埋め込み構造を有していること，述語が「述べる／主張する／説明する」
などであること，情報リソースを指示する名詞があることという条件が揃うこ
とで生じると捉えることができる．
藤田保幸（2000：19-20）によれば，言語は「昔から用いられてきたコトバ
をまた組み合わせて用いているに過ぎ」ず，「我々は，意識的に，あるいは無
意識に他者のコトバを織り込み組み合わせながら，自らの言表を形成」し，
「自らのコトバとして，そうした言表を表出するが，その成り立ちにおいては，
他者のコトバにあたるものが組み込まれている場合が少なくない」．言語がこ
のような性質を持つならば，コト埋め込み文を含むすべての叙述文が「引用」
と解釈される可能性があり，先行研究を参照することで得られた情報を基にし
ているであろう（26b）（27b）は特にその可能性を強く持つものとして捉えら
れる．実際，（26b）（27b）のような文は，二通信子（2009）の「間接引用a」，
山本富美子・二通信子（2015）の「C．引用解釈的叙述文」に該当するといっ
たように引用表現とその外側との境界付近に位置付けられている．しかし，言
語が藤田保幸（2000）の述べるような性質を持つ以上，叙述文であるコト埋
め込み文については何らかの基準を設けて線引きをしておく必要があり，本稿
では，アカデミック・ジャパニーズにおける引用表現の中でコト埋め込み文を
考える場合には上述したような条件をその基準として設定することが有効であ
ると考える．
5．「情報リソースを示す文型」の体系
ここまで，ト引用文と比較する形で，ニヨルト文，ヨウニ文，コト埋め込み
文の位置付けについて論じてきた．それらをまとめると，【図 3】のようにな
る．
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図 3　「情報リソースを示す文型」とそれに隣接する文型
「情報リソースを示す文型」の中で，文法的な「引用」を表すのはト引用文
のみであり，他の文型は構成要素の組み合わせで「引用」解釈を生じさせてい
るため，「情報リソースを示す文型」の外側とも接点を持つ．【図 3】では，そ
の点を縦の軸で示している．一方，横の軸は「引用部を提示する際に引用者の
立場が示されるか否か」を表す．ト引用文，コト埋め込み文は引用者の立場を
含まない引用表現である．一方，ニヨルト文とヨウニ文は引用者の立場を含む
が，前者は文末形式トイウを付加することでその程度を弱く，後者はモによる
とりたてを行うことでその程度を強くすることが可能である．この横の軸が示
す関係性は山本富美子・二通信子（2015）のいう論理展開に作用する，具体
的に言えば，右に行くほど引用者の論に近い内容を提示する際に用いられる可
能性が高い．よって，アカデミック・ジャパニーズにおける引用表現をテキス
トレベルで検討する際には，【図 3】の横の軸を中心に検討することが有効で
あると考えられる．
6．おわりに
以上，本稿では，ト引用文，コト埋め込み文，ニヨルト文，ヨウニ文を「情
報リソースを示す文型」として取り上げて，典型的な引用表現であるト引用文
と他の文型との比較を行い，それぞれの文型の文法的な特性を考慮した表現体
系を示した．本稿で行ったのは，文法的な体系とは異なる，「他者の知見を，
自身の知見に対して相対的に位置付け，反論・援用するために導入する言語行
叙述文が下記の条件を満たしてト引用文に接近する
　①埋め込み構造を有していること
　②述語が「述べる／主張する／説明する」などであること
　③情報リソースを指示する名詞があること
叙述文
コト埋め込み文
引用者の立場：無
トイウの付加 モによるとりたて
引用者の立場：強
ニヨルト文
「伝聞」 「比況」
ヨウニ文
「情報リソースを示す文型」
ト引用文
（引用構文）
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為」としての「引用」というタスクを実行するための表現体系の構築である．
このようなことは従来の研究でも行われているものであるが，多くの場合，文
法研究の成果は批判的に捉えられる．しかし，本稿で繰り返し述べているよう
に，個々の言語要素が持つ文法的な性質を考慮に入れなければ，適切な分類や
体系化は不可能である．この点を多少なりとも示すことができたのなら，本稿
の目標の大半は達成されたと考えることができる．
一方，本稿には課題も残されている．
まず，コト埋め込み文が「引用」と解釈されるための三つの条件を示したが，
述語に関する条件については，動詞を特定しなくては十分とは言えない．これ
については，改めて調査を行い，より精緻な条件を明らかにしたい．
また，本稿では取り上げられなかったが，「～に…という｛主張／指摘／説
明／言及｝が｛ある／見られる｝」といった文型も「情報リソースを示す文型」
として捉えることが可能である．この文型は「机の上に本がある」「夜空に星
が流れる」などと同じ存在文であるため，コト埋め込み文と同じように，複数
の条件が揃うことで「引用」の解釈が生じると考えられる．しかし，興味深い
のは，コト埋め込み文よりもト引用文に近い振る舞いを見せるという点であ
る．
（28）	 a.	 奥津敬一郎（1978）は「「ダ」の有無によって男女体と女性体の
ちがいが生ずる，とするのが妥当な解釈だと思う」と主張してい
る．
	 b. *	奥津敬一郎（1978）は「「ダ」の有無によって男女体と女性体の
ちがいが生ずる，とするのが妥当な解釈だと思う」ことを主張し
ている．
	 c.	 奥津敬一郎（1978）に「「ダ」の有無によって男女体と女性体の
ちがいが生ずる，とするのが妥当な解釈だと思う」という主張が
見られる．
（28）は原著者の判断を表す「と思う」という要素を含む文を各文型で引用
したものであるが，述語もしくは底名詞が同じ「主張」という語であるにもか
かわらず，コト埋め込み文のみが非文法的となる．この相違には，（28c）が内
容補充の連体修飾であることが関与していると思われるが，詳細な分析と
（28c）のような文の「情報リソースを示す文型」内での位置付けについては今
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後の課題としたい．
注
1	 「アカデミック・ジャパニーズ」という用語は，広義には，「日本の大学での勉
学に対応できる日本語力（門倉正美 2006：3）」を指すが，本稿では，「書く」能
力に特化した意味合いで用いている．
2	 本稿では，「ニヨルト」と「ニヨレバ」を同じものとして扱っている．
3	 「「～は以下のように主張している」といった表現で文献名を導入し，後続する
文でそれらの内容を詳しく紹介する」という説明が加えられている．
4	 清水まさ子（2009：5）では，「「～によると，～によれば，～ように」を用いて
引用文献を紹介して，後続する文が間接的な引用となっている表現方法」とさ
れている．
5	 （7）～（11）の下線は前田直子（1994）に従っている．
6	 正確に言えば，ニヨルト文も，トを持たないため，山本富美子・二通信子
（2015）では「C．引用解釈的叙述文」に位置付けられることになる．
7	 出典を記した用例への強調は引用者による．
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